
課題 空き家予備群（65歳以上の単身世帯高齢者）に向けた空き家対策と居住支援

目的 空き家予備群（６５歳以上の単身世帯高齢者）に対して、①空き家になる前にできることを訴求し、
②空き家を借りたいと希望する方（若年層や移住者、福祉関係者等）と早期にマッチングさせる。

取組内容 ①相談窓口の開設（クラウド版空き家調査/空き家トリアージフォームの作成）
②VR動画・編集した映像をYouTubeへ配信し、アナリティクス機能活用（マーケティング分析）
③シニア世代向けの空き家ポータルサイトの構築（シニア世代に向けた居住支援の提案）
④住まいの終活セミナーの開催（モデル概念の有効性の確認）

成果 ・空き家相談窓口の開設【居住支援法人の業務へ】
・クラウド版空き家トリアージ（空き家調査シート）の作成【Kintoneを活用】
・ICT（VR）を活用した空き家対策に向けたナレッジ集の作成【VR撮影から編集・公開までの流れ】
・YouTubeに公開された内見映像：３件【映像公開】
・シニア世代に向けたマッチングプラットフォーム（ホームページ）を作成【シニア世代の居住支援】

居住支援法人が行う空き家対策におけるＤＸモデル事業（㈱ケア・フレンズ）

取組① 相談窓口の開設

取組② VR動画／YouTubeへ公開 取組④ 住まいの終活
セミナー

居住支援法人として、空き家相談ができる
窓口を開設（受付環境を構築・整備）
クラウド版空き家調査／空き家トリアージ
のフォームを作成。

シニア世代に向けた居住
支援の提案。
空き家を借りたい方との
早期マッチング。

シニア世代（６５歳の単身
高齢者＝空き家予備軍）
に向けた終活セミナーの
開催。

発表資料

VR動画・編集した映像により、臨場感のある
内見が可能となる。YouTubeへの公開による
マーケティング分析。

取組③ ポータルサイト構築
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居住支援法人とは
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居住支援法人が取組む空き家対策事業とは
①６５歳以上の高齢単身者世帯（空き家予備軍）へ備えの重要性を啓発
②空き家等既存ストックを活⽤した高齢者向け住宅整備促進事業
【空き家の利活⽤】＋【生活支援】を組み合わせたシニア世代への住まい方提案

居住支援法人（住宅確保要配慮者居住支援法⼈）とは、「住宅確保要配慮者に
対する賃貸住宅の供給の促進に関する法律」（略称︓住宅セーフティネット法）
に基づき都道府県が指定した団体で、①住宅確保要配慮者（⾼齢者等）の⺠間
賃貸住宅等への⼊居に関する情報提供・相談②⾒守り等の⽣活支援などの居住
支援を⾏うものです。

「空き家を活用した分散型サ⾼住構想」
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取組① 相談窓口の開設
・居住支援法⼈として空き家相談ができる窓口を開設（受付環境を構築・整備）
・クラウド版空き家調査／空き家トリアージのフォームを作成。

発表資料

「居住支援相談の延⻑線に空き家対策」
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取組② VR動画／YouTubeへ公開
・VR動画・編集した映像により、臨場感のある内⾒が可能となる。
・YouTubeへの公開によるマーケティング分析。

「多彩なコンテンツを活用した空き家対策」
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取組③ ポータルサイト構築
・シニア世代に向けた居住支援の提案。
・空き家を借りたい方との早期マッチング。

⼾建て所有のシニア世代

空き家⼊居希望者

「空き家予備軍へのアプローチ策」

■空き家Terrace（https://akiya-terrace.com/）

空き家Terraceの構成イメージ図

https://akiya-terrace.com/
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取組④ 住まいの終活セミナー
・シニア世代（６５歳の単身高齢者＝空き家予備軍）に向けた
住いの終活セミナーの開催。

「モデル概念の検証」

福井⇔東京をZOOM
にて、繋ぎながら、
YouTubeで配信。


